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Summary

TheoutdoorseducationactivityinYogo-teachercoursestartedthreeyearsago.

IresearchedimportanceandtheroleoftheoutdoorseducationactivityoftheYogo-teachercourse.

ThestudentsinYogo-teachercoursewereconsciousoftheimportanceofcooperationandcommunica-

tions.

Student'sparticipationattitudetotheoutdoorseducationactivityhaschanged

Student'sparticipationattitudewasnegativeatthestartandpositiveattheend

Importanceandtheroleoftheoutdoorseducationactivityhavebeenunderstoodfromstudent'sreport.

IkeepresearchingtheoutdoorseducationactivityoftheYogo-teachercourse.

要旨

養護教諭養成課程で行われている野外教育活動は、試行錯誤の中で3年目を向かえた。

年間指導計画の中に位置付けられる2泊3日の宿泊体験活動は、養護教諭を目指す学生にとって意義あるものであ

ったのか、養護教諭としての自覚や視点を持つことができたのか、その役割を検討した。

その結果、協力することやコミュニケーションの重要性を自覚した。そして、はじめは参加することに消極的だっ

た者も、最終的には積極的に参加していた。

養護教諭としての視点や今後の展望から、野外教育活動は、養護教諭を目指す学生にとって意義あるものであり、

その役割を果たしていた。

今後も効果的な教育活動として、さらなる研究が必要である。

1．はじめに

小学校、中学校、高等学校においては、年間教育計

画の中に遠足や臨海学校、林間学校、修学旅行等、野

外教育宿泊体験活動などが位置づけられ、実施されて

いる。養護教諭は、これらの野外教育宿泊体験活動に

参加しながら、児童・生徒の健康管理及び救急看護に

ついての実践的活動を行う。

本学の養護教諭養成コースの学生は、1年次夏休み

に行われる小学校1日体験に始まり、春休みの看護学

実習や病院での臨床実習、野外教育活動等、小学校、

中学校、高等学校の養護教諭の教育実習（以下「養謹

実習」という）に向けて体験的に学ぶプログラムを行

ってきた。これらの体験プログラムは、学生にとって

初発の体験として難しい活動であり、戸惑うことが多

かったに違いない。

そこで、本学では、充実した実践活動によって、養

護教諭として必要な実践的指導力形成を目指した教育

及び研究を進めてきた。’）2）3）さらに、養護教諭と

しての実践的指導力形成に不可欠であるという内外か

らの要望に応えるために、「野外における実践的教育活

動」を試行した初年度に、日本教師教育学会で発表し、

有益なご助言を頂いた。それから3年、試行錯誤の中

で実施してきた野外教育活動について報告する。学生

は、野外教育活動において、限られた時間、空間の中

で、集団生活及び健康保全活動の体験によって、どの

ような問題意識を醸成し、合わせて養護教諭としての

自覚や視点を持つことができたか、その変容過程を検

討することを意図して、本研究を進めた。

2．研究の目的

(1)野外教育活動の実践的活動によって、どのような

意識の変容が見られるかを明らかにする。

（2）野外教育活動を通して、養護教諭としての自覚や
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視点を持つことができたかを明らかにする。

3．研究方法

（1）野外教育活動の実践指導過程において、養謹教諭

を目指す学生の意識が、どのように変容するか、実

施後に提出されたレポートをもとに分析する。

（2）養護教諭を目指す学生は、野外教育活動において、

養護教諭としての役割をどのように自覚し、その重

要性を理解できたか、実施後に提出されたレポート

をもとに考察する。

4．年間指導計画の中における野外教育活動の
位置づけ

養護教諭の実践的指導力形成を目指して行われる体

験プログラムは、年間を通して行い、その中に野外教

育活動も位置づけている。

表1に年間指導計画予定表を示した。

年間指導計画としては、4月入学当初の養護教諭に

なるための動機づけに始まり、個別面談、翌年には教

育実習に行くことになる心構えや、養護教諭の役割等

を実施していく。その中に体験的な活動として、小学

校教育参加、野外教育活動がある。

野外教育活動の事前指導では、資料lに示す保護者

同意書を配付し、資料2に示す内容を実施する。冬休

み前に事前指導を行うのは、帰省する学生に保護者同

意書を持参させる配慮からである。

初年度は夏休みに2年次生を対象として実施された

が、ほとんどの学生は養護実習を終えている時期でも

あり、目的意識の希薄さが感じられた。また、同じク

ラスの中にあっても話したことがない、知らないとい

った学生間のコミュニケーションのなさがあった。こ

れからの教員のあり方として、集団の中でコミュニケ

ーションをうまくとれる能力も必要である。そこで、

次年度は、l年次生に対し、夏休みに実施することと

表1養護実習指導及び看護学V・Ⅵ年間指導計画予定表
実施日

4月

新入生オリエ

ンテーション

初日

4月

オリエンテー

ション中

履修届提出

5月

6月

7月

8月

1週間

9月1週目～

2週目

10月

1年次

養護教諭とは

心構え、身だしなみ、態度、言葉適い
教員採用試験対策について

個別面談

資格取得意志確認

(自己評価による）

｢教育実習の意義」

(1)学校保健と養護教諭の役割

(2)教育実習の意義

1「教育実習の在り方」

(1)教育実習の基本事項

①健康教育

②学級活動としての保健活動
③日鮭の付け方

④訪問指導において気づいたこと

(2)実践的指導法

①保健指導計画

②学習指導案作り
③効果的な教材作り
④指導法の工夫

教育参加について

ハートセーバーAED実習

(3)教育参加（グループワーク）

①保健室の経営
②児童・生徒への対応

③教育相談

④保健関係事務

＊1実習校渋谷区内小学校

教育参加事後指導

情報交換及び教育課題発表会

実施日

12月

1月

1月最終週

2月

3月

実施日

4月

オリエンテー

ション中

4月～

4月～

7月

(注）本プログラムは、本学の諸行事等によって日程が変更する場合がある。
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1 年 次

野外教育活動事前指導
看醗学V・Ⅵ（臨床実習）事前指導

看璽学V・Ⅵ（臨床実習）直前指導

看護学V(看護学院実習）

野外教育活動直前指導

野外教育活動
看甑学Ⅵ（病院実習）

看護学V・Ⅵ（臨床実習）事後指導

2年次

(4)教育実習直前指導その1

①(3)の教育参加を踏まえて実習に臨む
②切実な課題・目的を持つ
③教育実習への心構えを持つ

(5)教育実習直前指導その2

実習時期に合わせ、担任が個別面接指導を行う

2教育実習

その間担任が訪問指導を行う

3教育実習事後指導及び反省会
(1)教育実習の振り返り

(2)体験的情報交換
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なった。24時間寝食を共にし、同じ目的を持ってこれ

から学んでいこうとする時期に実施することは、後は

卒業に向けて必要単位を取得するだけとなった2年次

の夏休みに実施するよりも、学生間だけでなく、教員

に対しても親近感を覚え、その後の学生指導にも有益

であった。しかし、宿舎を他の団体と共同利用するこ

との困難さや他のプログラムの実施計画などがあり、

3年目からは1年次春休みに実施することが最善とい

う結論となった。

5．野外教育活動実施場所及びプログラム

（1）野外教育活動実施場所

野外教育活動を実施した場所は、千葉県大房岬少年

自然の家である。実施した1年目2年目は、県立の青少

年教育施設であった。3年目からは、民間の運営とな

り、全国から野外教育の専門家が集められたとのこと

であった。

大房岬少年自然の家がある大房岬の概要を、資料3

に示した。

施設としては、プラネタリウムがあり、ロビーには

TVもあるが、学生は利用していなかった。部屋は造

り付けの2段ベットがあり、12人が定員であるが、

小･中学生向けの施設ということもあり、大人が12人

入ると狭いため、1部屋4～5人という部屋割りであ

った。

（2）活動の単位

活動の単位は、各グループ4～5名という単位で行

い、部屋割りもそれにしたがって決められた。

（3）野外教育活動実施プログラム

表2に野外教育活動実施プログラムを示した。

資料3大房岬の概要

表2野外教育活動実施プログラム（3年目）大房岬は、丘陵地帯で、国定公園の中にあり、旧日

本軍の要塞跡地等がある。ハイキングやオリエンテー

リングには最適な環境である。

大房岬少年自然の家の施設を、資料4，資料5，資

料6に示した。

養
大

目
目

年
年

１
２

教諭のお話
岬少年自然の

|’

野外教育活動の実施プログラムは、初年度は現地の

養護教諭の先生方からお話を伺うという計画が初日に
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2/21(水）

2/22(木）

2/23(金）

午前

12:40富浦駅前集合

12:45バス出発

6:30起床・洗面

7:00健康観察

7:30清掃

8:00朝食

9:30野外宝舞§舌動

昼食カレーライス作り

(雨天:オリエンテーショ

ンルーム）

6:30起床・洗面

察
検
観
点

康
掃
食
所

健
清
朝
退

０
０
０
０

０
３
０
０

７
７
８
９

9:3011j限M諜顎研雰辛夷

11:30退所式

11:45昼食

1245バス出発

13:15富浦駅前解散

午後

13:”部屋割り、安全確認

14:00入所式

安全対策講義

I
13:30ハイキング

15:00プラネタリウム

I
l■■皿

夜

17:00代表打ち合わせ
17:30夕食

19:00班別研究活動
20:00入浴
22:00消灯

17:00

17230

代表打ち合わせ
夕食

19:00レクリエーシコン

20:00入浴
22:00消灯

’



用意されていた。しかし、実施時期によって変動のあ

る内容を用意することは、困難な面もあり次年度から

は、宿舎である千葉県大房岬少年自然の家のスタッフ

からの、事故報告視聴となった。これも実際に体験し

たスタッフでなければ臨場感に欠けるところがあり、

スタッフの移動等を考えると困難な面があった。最終

的には野外活動中の絵を見せ、想定される危険をグル

ープ毎に考えさせる活動（以下「安全対策講義」とい

う）に落ち着いた。初日に行われるこの活動を動機づ

けとし、その後に行われる実際の体験活動、研究発表

というプログラムで、養護教諭を目指す学生に対し、

野外教育活動を実施した。

①安全対策講義

|費料｡野外裳践震動|’ カレーライス作りの風景資料8野外実践活動

唾

■

磯鍵璽

|資料7野外活動中の絵｜みんなで考えよう

年自然の家のスタッフの指導のもとに行った。

③ハイキング

資料3の地図の中に、チェックポイントを設け、そ

こを通過しながら、大房岬の中をグループごとにハイ

キングした。その際、養護教諭として、子どもたちを

引率してきたことを想定して、考えられる危険、気を

つけるべきこと等を考えさせる活動である。

④プラネタリウム

少年自然の家がある大房岬は、国定公園ということ

もあり、街路灯がない。したがって、夜間に外出する

と真っ暗闇である。そのため、天候に左右されないプ

ラネタリウムで、星の観察を行った。

⑤レクリエーション

体育館を使い、道具を使わなくてもできるレクリエ

ーションについて、少年自然の家のスタッフの指導の

もとに行った。

⑥班別課題研究発表

表3班別課題研究発表テーマ一覧表

どこがあぶないのかな？

(状況）

たのしそうにハイキングをしています。

社団法人全国子ども会連合会『みつけたキケン君』1995

資料7に、安全対策講義で使用する野外活動中の絵

を示した。この活動は、具体的な野外活動中の絵であ

ることと、グループで考えさせるという二つの相乗効

果により、野外教育活動に対して消極的な学生も、具

体的なイメージがわき、積極的に参加するというよい

効果をもたらした。

②野外実践活動

野外実践活動としては、野外でのカレーライス作り

を行った。カレーライス作りは、施設の関係からグル

ープ合同の12～13名で、薪割り係、飯念炊塁係、カレ

ー係に分かれ活動した。その時の様子を資料8に示し

た。薪割りや飯念炊蕊は初めてという学生もおり、少

班別課題研究発表テーマを表3に、その様子を資料

9に示した。

課題研究は、各グループごとに夏休み明けからテー
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班

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ね

研究テーマ

野外教育における病気やけがの予防と対応

宿泊学習における健康管理

熱中症の予防と応急処置

野外での病気やけがの対応

アレルギーについて

野外活動によって起こる病気やけがの対応

刺された噛まれた野外での注意ポイント

食中毒について

ハイキングでのけがの予防

男性養護教諭としての価値



マを決め、話し合い、事前に調査研究を行った。そし

て、実際に現地で活動する中で、まとめ上げるという

ものである。発表準備のため、徹夜で準備を進めるグ

ループもあった。

_表4野外教育活動レポート分析表
39人中

資料9班別課題研究発表
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6．結果及び考察

2泊3日の野外教育活動を通して、様々な意識の変

容や養護教諭としての自覚や視点を持てたことが、実

施後に提出されたレポートから読み取ることができた。

表4にレポートを分析した主な記述と割合を示した。

（1）安全対策講義との関連

初日に行われる安全対策講義は、翌日に行われる野

外での薪割り、飯倉炊饗、カレーライス作りやハイキ

ングにおいて、効果的に作用し、各プログラムに対し、

安全対策講義と関連づけた考察をした者は、6割に及

んだ｡「話を聞くだけでなく参加することで頭に入った」

や「事前に学んでいたことが活かせず、危険なことを

身をもって実感した」等の具体的な安全対策講義と各

プログラム名が出てこないまでも、全ての学生が、野

外教育活動中における安全対策について、考察してい

た。このことにより、初日の安全対策講義は、野外教

育活動を始める前の動機づけとしては、効果的である

と考えられた。

（2）共同作業･コミュニケーション

表5に役割分担表を示した。班長、生活係、食事係

は、少年自然の家を利用するに当たって、指定された

役割分担である。それ以外の役割については、班員の

人数により適宜兼務することとなる。

「班長だし、これが子ども達を連れた林間学校だっ

たらと思って嫌いなものも食べた」や「食事係をやり、
’
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カテゴリー

安全対策瞬義と

の関連

共同作菓･ｺﾐﾆｭｹ

一ｼﾖﾝ

定■の変専

養厘軟歯としての

視点

今後の展聾

主な肥述

･ハイキングでは前日の購麓を踏まえて､危険個所を砿配することが出乗涯
･危険な渦所も子どもの目締になって発見できた。

･雁を聞くだけでなく参加することで頭に入った．

･薪削りは初体験で楽しみだったが､いざやるとなるといろいろ気をつけながらやって
いると怖くてしょうがなかった.子どもがやった時に､注意しなければいけないことを
学んだ。

･禁止事項しか思い浮かばなかったが.判りすぎず自己責任と指導者の酢専範囲の
わでやってし型というお話に､子どもに窮屈な思いをさせることがわが灰同8
ってすごいことをしているんだと思った。

･ハイキングではふざけたり.一人一人のペースの違いからはぐれかけたりと.事前

三…星坐i謹進玄,塾陸墜三とを皇壷もって実感した｡
･カレーライス作りでは皆で分担して作集が出来た。

･レクリエーションではいつもあまり関わることのない人と相鰻したり．先生のいつ4

職蕊騨塞織れた赫閥掌稜だったらと惑って塗いな…食べ
た。

･いつも一人でご厳を食ぺているので､皆で食べるとおいしいと改めて思った。
･普段接することのない他のｸﾗｽの人から得るものがたくさんあって充実した3日間
だった。

･たくさんの人と話すことで自分の勘みになったし､同じものを目指す仲間童隊が芽
生えた．

･唾をやり､衛生上気をつけなければいけないことや食物ｱﾚﾙギーについて
実感した。

｡この3日間を通して団体行動が苦手でも､自分に合わない人がいても.お互いに歩

み寄り協力することが大切だと思った。

･TVやゲーム損のない珊だからこそ.レクリエーションを壷してコミーュケーションが

固られやすくなり-他者を見つめ､自分を見つめる良い擾会となった。

･カレー作りは思ったより時間が掛かり､野外活動では余裕を持った時間設定が必
要洋歩唾12た。

･相手と手を合わせて叩くレクリエーションでは､相手に合わせることでうまくいき､た
だの遊びでも目的を持って行うと､良い効果や結果を生み出すことを学んだ。
･ケータイは面外だし.早く帰りたいと思っていたが､役荊分担参決め竪協力して行う
ことで､いままでより仲良くなれ､知らなかった部分も発見することが出来た‐
羽司婁LI亮南画倦へ企恕.生生会吟陵2.去醒0､売上室U÷1,七釦一名､一七底諏調

でより仲良くなれ､知らなかった部分も発見することが出来た。

脂ったがざ先生方はどんな思いで作成していたかわかった．
･壷<圭型はとても嫌だづたが､友運との仲も深まったし､責任感も出てきたし､いいこ

ともたくさんあったから行ってよかった。

･仲間と哀食を共にし活動する中で､一体感が生まれたことはとても嬉しかった．
･休み中ということもあり不規閑な生活から､規則正しい生活存してみるとやっぱ＆

身体も元気だし､外に出るのも気持ちよく盛じた企
･力 ら逸んで出来たし､ハイキングも前日の餌養内容に注

責任感が生まれ､チームワークの大切さ春学び､自分

が成長できた気がする．

･レクリエーションも初めはやりたくないと思っていたが､やってみるとおもしろく､野ダ

険育活動にも参加したくなかったし､早く帰りたいと考えていたが.宝外にも実曹蝿

間は短く感じ､楽しんでいる自分がいた．

･ハイキングは､普段歩く膏慣がない私にとって良い運動にな

る食事もとても大亭だと強く感じることができた．

･大人と子どもの視点から見ると全銘遠っていることを､自分
ことが多いと思った。

り､普段何気なくしてい

自身が体険してわかる

･三度の食事の様子から食物アレルギーのある子どもへの対応や､食べた量から側
餌を観察することが大切だと思う。

･プラネタリウムではこの暗い中で婦人が出た

｡養腹敏蹟だからこそ注室しなければならない
．野外実習先に保健室がないことを念園に量

らどう対応したらいいか考えた。

ことが分かって良かった。
いて､あらゆるけがや病気審予劃LP〔

阜爾し篭事前に保値柑導をすることも大切だと思った昼

･ハイキングは事前の下見のような感覚で行えた．

･ハイキングでは歩くだけで危険圃所が見つかり､子どもを引率してくる時には､トイ
レの増所も把握していなければならないと思った．
｡'全タリエーションのようI＝ミニユケーションを図ることから.子どもの心の成長を促

壇■1

せるきっかけを与えていきたいと思った曾

･養腹敏蹟自身も体力をつけていかなければならないと実感した．

･ハイキングでは､子どもから目を麓さず､心に余裕を持って見ることが大事だと思っ
た．

･カレー作りは室内で作るときより何倍も､衛生管理や安全管理をしなければならな
いと思った．

･入浴時の惣定されるケガ岬(石鹸逼溝る､浴栴で語れる)にも麗宜しなければと里っ

上1
.ご".－､リオ

の対処血I必要差と思った.また､窓を開けてやることも大切だと思った。

･歯■きの時に歩き回ってする人もいたので､子どもにはケガをしないよう指導する
ことも大切だと思った．

･翌日に侭えて早く就寝させることも大切だと思った．

･健康ｶー ドを毎日きちんと見ることや､夜部屋を見回ることも宜要だと感じた。
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らないと思うと､ちょっと不安に感じた。

･食事を残したり､食べるのが理いことがわかったので.五両突音'三TTく院譲画己皿

そうと思った。

･問食もしないで､早寝早起きをした3日間のお陰で､自分の生活習慣を見直すこと
が出来､これからは規則正しい生活を送ろうと思った．

子ども連を連れて歩いたら､もう少し注なしながら歩いて､楽しかったかなと恩っ
●

8人でハイキングに行った時などに､知臓や経験を増やしていけたらいいと思う．
喝厩敏敏になるという意陳で見ると危険個所や建室Lなければいけない行動など

見え、どれだけ安全に鏑事ケガのないように子ども連審渦ごさせるか.その中司

しんでもらえるか岬､考えさせられる野外敏青活動だった。

ﾑ自身の野外における活動力を向上させなければならないと感じた。

二の3日間で得たことをこれからに活かしたい．

二れまでの野外学習の裏には救貝の努力があったのだと気づき､引率される俺引

られるのも今回が最後で､次からは子どもを引率する側になるのだと思うと､今も

学習も因り1年真剣に取り組まなくてはと思った。

牙外軟育活動にも様々な状況が考えられ､今回の野外教育活動で新たな扉■とし
捉えることが出来た｡年に敗回しかないからと油断してはならないと思った．

研究発表では皆で協力して出来たが､来年の軟育実習では一人でやらなければな
ないと思うと､ちょっと不安に感じた。

k事を残したり､食べるのが遅いことがわかったので.救育実否に行く酌ま画三1貝

<時の喚は噴息の子にはよくないと思うので､違う仕事害作りやらせる￥
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衛生上気をつけなければいけないことや食物アレルギ

ーについて実感した｣、「しおり作成係だったが、先生

方はどんな思いで作成していたかわかった」等、役割

について自覚と責任を感じる記述がなされていた。

また、「この3日間を通して団体行動が苦手でも、自

分に合わない人がいても、お互いに歩み寄り協力する

ことが大切だと思った｣や｢TVやゲーム機のない場だ

からこそ、レクリエーションを通してコミニュケーシ

ョンが図られやすくなり、他者を見つめ、自分を見つ

める良い機会となった｣、「ケータイは圏外だし、早く

帰りたいと思っていたが、役割分担を決め、協力して

行うことで、いままでより仲良くなれ、知らなかった

部分も発見することが出来た｣等､集団生活については、

6割強の学生が、寝食を共にし、役割分担を決め、共

同生活、共同作業をする中で、集団で生活することの

難しさや、決められたルールやスケジュール、役割を

こなさなければ、一時も生活できないことを自覚して

いったことが記述されていた。そして、だんだんに責

任感や協調性が大事であることに気づき、コミュニケ

ーションを取る必要性を自覚していったことが記述さ

れていた。これは、コミュニケーションは携帯電話と

いう学生にとって、電波の届かない環境であったこと

が功を奏したと考えられた。実際に携帯電話が使えな

いから、普段よりよく話したという記述もみられた。

表5役割分担表部屋番号 班

役割名 概要 氏名

班長兼部屋長
班の代表者

代表者会議出席

生活係
リネン受取・返却

食事係
配膳、後片づけ

清掃係
分 担場所・用具の

確認

健康係
班員の健康カード

回収・報告

入浴係
入浴順番の確認、

連絡

しおり作成係
しおりの作成

＊各々の役削は、貿任を持って果たすこと。各係は、班の代表者とい

うことなので、班貝は各係代表者の指示に従い協力すること。

*研究は、班長を中心に行うこと。しおり作成係以外は現地での係

分担。

（3）意識の変容

「行くまではとても嫌だったが、友達との仲も深ま

ったし、責任感も出てきたし、いいこともたくさんあ

ったから行ってよかった｣や「レクリエーションも初め

はやりたくないと思っていたが、やってみるとおもし

ろく、野外教育活動にも参加したくなかったし、早く

帰りたいと考えていたが、意外にも実習期間は短く感

じ、楽しんでいる自分がいた｣等、意識の変容過程とし

ては、3割弱の学生は、初めはいやだった、参加した

くなかったという気持ちが変化していき、最後には良

い体験ができたという記述となっていた。これは、日

常の生活から非日常である集団生活に対する抵抗感が、

実際に生活し体験することによって、変容しているこ

とが考えられた。

（4）養護教諭としての視点

「三度の食事の様子から食物アレルギーのある子ど

もへの対応や、食べた量から体調を観察することが大

切だと思う」や｢入浴時の想定されるケガ等（石鹸で滑

る、浴槽で溺れる）にも配慮しなければと思った｣、「シ

ーツを敷く時の瑛は瑞息の子にはよくないと思うので、

違う仕事を作りやらせる等の対処が必要だと思った。

また、窓を開けてやることも大切だと思った｣等、食事

や入浴、寝具の用意など、宿泊体験学習でなければ、

気づかないことにも気づき、考察する記述がみられた。

また、「野外実習先に保健室がないことを念頭に置いて、

あらゆるけがや病気を予測して準備し、事前に保健指

導をすることも大切だと思った」や「レクリエーショ

ンのようにコミニュケーションを図ることから、子ど

もの心の成長を促せるきっかけを与えていきたいと思

った」等、現地での注意はもちろん、事前指導の大切

さや、身体だけではなく、心の面にも配慮する記述が

みられた。このように、養護教諭としての視点を持っ

た考察をした者は、4割弱であった。学生としての立

場と養護教諭になったとしての立場と、両方の視点か

ら考察するには、養護実習などで実際に学校現場を体

験していない1年生には、難しいということが考えら

れた。

（5）今後の展望

しかし、「これまでの野外学習の裏には教員の努力が

あったのだと気づき、引率される側でいられるのも今

回が最後で、次からは子どもを引率する側になるのだ

と思うと、今後の学習も残り1年真剣に取り組まなく

てはと思った｣や｢食事を残したり、食べるのが遅いこ

とがわかったので、教育実習に行く時までに直そうと

思った｣等、今後はという将来に向けての記述をした者

が、4割弱であったことから、次年度の養護実習に向

けて、さらには将来養護教諭になった時にという、養

謹教諭としての自覚が芽生えたことが考えられた。
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7．おわりに

文部科学省の野外教育に関する調査研究4)において、

青少年の体験不足を補う様々な野外教育を今後、さら

に、振興することが必要とされ、教員や教員養成課程

の大学生に対して、野外教育の活動体験や指導体験な

どの体験的活動の推進が望まれる，とある。普段接す

ることの少なくなった自然を子どもたちに体験させる

ためには、教員自身が体験したことがなければ、危険

を予測することなどできないのではないかと考える。

学校教育において、野外教育活動が必要不可欠であり、

そこでの養護教諭の役割の大きさを考えると、養讃教

諭養成課程において、野外教育活動を実施することは

意義深いものがあると考える。これまで、幼児教育の

分野5)6)7)8)9)では、研究が進められてきているが、

養護教諭養成課程10)においても今後さらに研究が必要

であり、今後も引き続き研究を進めていきたいと考え

る。

終わりに、4月入学当初から1年間養護実習指導は

もとより、折りに触れて養護教諭になるということに

ついて、教育指導を行ってきた本学学生の成長した姿

を本稿により垣間見ることができ、改めて本学学生に

感謝し、これも養護教諭養成課程の教員による学生指

導があってのことと、本文寄稿にあたりご協力いただ

きました宍戸洲美、羽豆成二、上原真理子、伊藤能之

以上4名の先生方に深謝申し上げます。また、本学の

野外教育活動に協力して下さり、資料を提供して下さ

いました大房岬少年自然の家のスタッフの方々に深謝

申し上げます。

本報告は、日本教師教育学会第17回大会において、

口頭発表したものに加筆、修正したものである。
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